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「
西
行
桜
」
を
歩
く　

廣 

田　

幸 

稔

　

J
R
京
都
駅
か
ら
J
R
向
日
町
駅
ま
で
は
３
駅
ほ
ぼ
７
分
、

J
R
向
日
町
か
ら
徒
歩
12
分
の
阪
急
東
向
日
駅
に
向
か
い
、
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
阪
急
バ
ス
で
30
分
ほ
ど
の
南
春
日
町
停
留
所
で

下
車
。
標
識
に
従
っ
て
大
原
野
神
社
の
前
を
通
り
過
ぎ
な
が
ら

30
分
か
け
て
ゆ
っ
く
り
住
宅
街
の
道
を
登
っ
て
い
く
と
、
今
回
の

目
的
地
、
西
行
法
師
が
出
家
し
庵
を
結
ん
だ
と
い
わ
れ
る
天
台
宗

大
原
員
院
勝
持
寺
（
京
都
市
西
京
区
大
原
野
）
に
着
き
ま
す
。

　

三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
京
都
盆
地
の
西
側
に
あ
る
西
山
連
峰
は
、

火
難
よ
け
の
神
と
し
て
有
名
な
愛
宕
神
社
を
祀
る
愛
宕
山
へ
も

通
じ
ま
す
。
勝
持
寺
は
西
山
連
峰
の
小
塩
山
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、

竹
林
が
点
在
す
る
大
原
野
の
静
か
な
風
景
が
一
望
で
き
る
景
勝
地
で

し
た
。
大
原
野
は
長
岡
京
や
平
安
京
の
時
代
か
ら
貴
族
が
狩
や

花
見
に
訪
れ
、
古
く
か
ら
開
け
て
い
た
と
は
い
え
、
今
で
も
都
の

喧
騒
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
地
域
で
す
。

　

能
に
は
、「
嵐
山
」「
右
近
」「
熊
野
」「
西
行
桜
」「
桜
川
」
等
、

桜
が
舞
台
と
な
る
曲
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
桜
は
古
く
か
ら
私
た
ち
に

馴
染
み
の
花
で
あ
る
と
と
も
に
、「
桜
の
花
に
は
神
が
宿
る
」
と

い
う
ど
こ
か
神
秘
的
な
想
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

西
行
は
俗
名
・
佐
藤
兵
衛
義
清
と
い
い
、
鳥
羽
上
皇
に
仕
え
た
北
面

の
武
士
で
し
た
が
、
保
延
6（
1
1
8
0
）
年
に
勝
持
寺
で
出
家
し
ま

し
た
。
お
寺
の
縁
起
に
よ
れ
ば
、
勝
持
寺
は
、
天
武
天
皇
の
勅
に
よ
り

白
鳳
８
（
6
7
9
）
年
に
創
建
さ
れ
、
承
和
５
（
8
3
8
）
年
に
仁
明

↑小塩山勝持寺へ。
バス停からこの入口までも登坂です。

↑100本を超える桜が満開の勝持寺境内。

↑応仁の乱の戦火をのがれ、今も荘厳な姿を見せる仁王門。

←桜と椿が美しい参道をさらに登って勝持寺南門へ。

↑いよいよ仁王門へ。
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天
皇
の
勅
に
よ
っ
て
塔
頭
49
院
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
応
仁
元

（
1
4
6
7
）
年
か
ら
文
明
９
（
1
4
7
7
）
年
に
至
る
応
仁
の
乱
の
兵

火
に
遭
い
、
仁
王
門
を
除
き
す
べ
て
焼
失
し
、
現
在
の
建
物
は
乱
後
に

再
建
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
西
行
が
こ
の
地
で
過
ご
し
た
時
は
、

多
く
の
塔
頭
が
並
ぶ
大
寺
院
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
勝
持
寺
ま
で

の
長
い
参
道
が
多
く
の
塔
頭
が
立
っ
て
い
た
こ
と
を
忍
ば
せ
ま
す
。

風
雅
な
上
京
の
人
々
と
は
い
え
、
毎
年
桜
を
目
当
て
に
花
見
客
が
来
た

と
な
る
と
、
西
行
が
詠
ん
だ
「
花
見
ん
と　

む
れ
つ
つ
人
の
く
る
の

み
ぞ　

あ
た
ら
桜
の
と
が
に
は
あ
り
け
る
」
の
「
む
れ
つ
つ
」
の
文
字

が
急
に
現
実
味
を
お
び
た
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。
桜
の
花
が
咲
く

こ
ろ
は
、
誰
で
も
心
が
浮
き
立
ち
ま
す
。
可
憐
な
つ
ぼ
み
は
華
や
か
な

開
花
を
期
待
さ
せ
ま
す
し
、
散
り
際
で
さ
え
過
ぎ
ゆ
く
季
節
の
名
残
を

込
め
た
風
情
が
あ
り
ま
す
。
気
心
の
知
れ
た
友
人
と
連
れ
立
っ
て
賑

や
か
に
見
た
い
花
見
も
、
西
行
の
よ
う
に
独
り
静
か
に
楽
し
み
た
い
と

思
う
花
見
も
、
ど
ち
ら
の
鑑
賞
も
頷
け
ま
す
。
境
内
に
あ
る
西
行
が

植
え
た
桜
は
３
代
目
で
、
可
憐
な
花
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

西
行
の
出
家
の
理
由
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
鳥
羽
上
皇
の
中
宮
に

失
恋
し
た
と
の
説
や
親
友
の
突
然
の
死
が
原
因
と
の
説
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
真
偽
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
家
し
た
の
ち
の
彼
は
和
歌

の
名
所
を
尋
ね
て
全
国
を
回
り
、
歌
人
と
し
て
2
，3
0
0
首
あ
ま
り
の

歌
を
残
し
ま
し
た
。
最
期
は
、
自
ら
詠
ん
だ
「
願
は
く
は　

花
の
下
に

て
春
死
な
む　

そ
の
き
さ
ら
ぎ
の　

望
月
の
こ
ろ
」
の
歌
の
と
お
り
、

文
治
6（
1
1
9
0
）年
の
2
月
16
日
（
現
在
の
暦
の
３
月
中
旬
）、
73
歳

で
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
花
に
対
す
る
西
行
の
想
い
が
心
に
沁
み

ま
す
。

　

令
和
三
年
四
月
吉
日

↑西行お手植えの桜の前で、孫・明幸と。

↑バス停には「クマに注意」の貼り紙がありました。↑阪急バス。帰りは夕方になりました

↑勝持寺あたりから大原野を望む。小塩山のふもととはいえ、かなり登っています。


